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会長挨拶� 会　長　清　　マキ

欠席者（10名）
實石君、木村君、三好君、望月君、
森藤君、大石（顕）君、積君、塚本君、
横溝君、米野君
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6月23日（金）
　正副会長・幹事退任挨拶
� 清会長、大村副会長、渡邉秀一幹事

6月30日（金）　裁量休会
7月7日（金）
　正副会長・幹事就任挨拶
� 大村会長、峯村副会長、渡邉真司幹事

NO.34

　皆さんこんにちは。今日は美味しいワインのお話が聞けるの
を楽しみにしています。
　さて最近、天候不順による災害や地震が多く気になってい
ますが、そんな時の運転の諸注意をお話しします。まずは冠
水。駐車車両が水没した場合、エンジンルームのエアークリ
ーナー（タイヤの上）まで浸かった場合は絶対にエンジンはか
けないでください。シリンダーが破損するのでそのままにして
水が引いたらディーラーへ。修理もできるのですが臭いが取れ
ずに売却する人も多いようです。また走ってる場合は30km/h
のゆっくりで走行し、マフラーが水没したら排気しないので止
まってください。更に水没した時のためにハンマーを運転席に
備えておき、水圧でドアが開かなくなったら窓を壊して脱出し
ます。では雷の時はどうか。車は金属なので雷が落ちても表
面を伝わって地面に流れるので車内にいる事が安全です、や
たら外に出ないでください。もちろん自転車やバイクの人は頑
丈な建物の中へ。車もオープンカーで布製の幌の場合は危険
です。竜巻の場合は竜巻が接近したか、積乱雲が近づいて来
たらいち早く車から降りてコンクリート製の頑丈な建物の中へ
逃げてください。それが間に合わない時や飛散物が多くて危
険な時は車内にいたほうがまだ良いようです。地震の時は車を
停止させて左へ寄せ、揺れが収まるまで車内で待機。すぐに
飛び出すと後続車や落下物で怪我をします。車を置いて避難
する場合は道路外へ置く事が理想ですがやむを得ず道路上
に置くときは緊急車両が通過できるように、キーを車内に置い
てから外に行ってください。こんな回避方法を使わずに毎日
平和であることを祈っています。
ゲスト �百合草梨紗様（シャトージンコオーナー・�

� ワイン醸造家）
他ＲＣ出席 �横溝君（6.13沼津北）
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沼津からボルドーへ、
ボルドーから沼津へ
いつか
　　　シャトー・ジンコオーナー
　　　兼ワインメーカー
� 百合草　梨紗様

卓 話

１�．6/23（金）例会終了後、清年度第13回定例理事会・
大村年度第1回定例理事会

清君…誕生祝い、ありがとうございます。6月誕生月が過
ぎるのをこんなに指折り数えて待っている年は初めてで
す。
野際君…百合草様、昨晩遅くの帰国で時差ボケの中、卓
話をありがとうございます。宜しくお願いします。本日は
ワインの販売がありますので皆様ご購入お願いします。
實石君…先週は前会長・幹事慰労会をおこなっていただ
きありがとうございました。
大友君…①先週は前会長・幹事慰労会をおこなっていた
だきありがとうございました。②本日は静岡の病院で定
期検診のため、早退させていただきます。

ＲＬＩ卒後コース修了証が
吉野ＤＬへ伝達されました。

大村次期会長・渡邉（真）次期幹事・
渡邊（洋）次期青少年委員長

　次年度ポリオ撲滅推進事業「古着deワクチン」活動を
ＩＡＣにも協力要請したところ、生徒たちが作成した 
チラシを全校生徒に配布し、6月3日の同校の文化祭で
古着集めをしてくれました。
　活動の様子、回収した古着の贈呈の様子について、 
沼津朝日の取材を受けました。

　沼津出身の私が、短大卒業後アパレル業で働いている
時、ワイン好きの友人の勧めでワイン会に参加するように
なりました。何度かその会に参加するうちに、ワインの放
つ香りにすっかり魅了されました。
　私が特に美味しいと思うボトルには、いつもサンテ・ミ
リオンと書かれていました。
　ここに行ってみたいと思い、単身で留学を決め、21歳
の時に渡仏しました。1年目にフランス語の勉強をし、2
年目にワイン学校に入学、そこで主人マチュと出会いま
す。その後2人でワイン会社を設立。自分が美味しいと思
うワインを自身の手で作りたいと思うようになり、様 な々
苦難を乗り越えて2015年11月に1.65haのブドウ畑のシ
ャトー・ジンコの土地を購入しました。
　ワインは、畑から生まれます。
　それは、自然の恵みの飲み物なのです。
　グラン・ヴァン（偉大なワイン）を造る為には、自然な造
り方が一番の近道だと昔から痛感しています。
　だからこそ、この畑を購入したその日から一切の農薬・
殺虫剤、殺菌剤などを使用せずブドウを育てテロワール
（風土・土壌・気候）と生物多様性を大切にして、土地の
個性が反映されたワイン造りを目指してきました。
　その努力が実り、大変難しい「オーガニック認証ＡＢ」
の認証をフランス政府から受けることができました。
　日本では、「さくらアワード・最高賞ダイヤモンド」を受
賞することができました。

　これからも自然を尊重したビオデナミ農法を行い生命
力溢れる、優しくも芯があり、パワーを感じられる様なワ
イン造りを続けていきたいと思います。
　今は、目の前にあるブドウの一本一本の樹と向き合
い、その生命力を信じ大地との繋がりを感じることに、ワ
イン造りの大変さや、やりがいを感じています。
　そしていつの日にか、私の故郷「沼津」の畑でブドウを
栽培し、ワイン造りで
きる日が来ることを
夢に見て、これからも
美味しいボルドー・シ
ャトー・ジンコのワイ
ンを造り皆様にお届
けしたいと思います。
★�卓話当日、百合草
様のシャトー・ジ
ンコのワインの販
売も例会場で行わ
れました。

桐陽高校ＩＡＣ訪問 2023.6.9（金）

伝達


